
多様な主体の主な取組

優先課題Ⅰ あらゆる人々が将来の安全・安心を実感できる社会の形成

・ 交通事故死ゼロをめざす
ため、関係機関と連携し、
子供や高齢者の交通事故
防止、飲酒運転根絶等に向
けた交通安全対策を実施

・ 北海道犯罪のない安全で
安心な地域づくり推進会議
の開催や安全・安心どさん
こ運動の展開などの犯罪抑
止対策を実施

・ 一定期間の地域勤務を条
件とした医学生への修学資
金貸付など地域における医
師確保を推進

・ 福祉・介護の仕事に関心
がある人に対し、現場を体
験する機会を提供をするな
ど、就労意欲の喚起、人材
の参入促進に向けた取組を
実施

・ 高額の医療費がか
かる特定不妊治療及
び不育症治療への経
済的支援

・ 地域における子ども
の貧困対策を進める
ため、地域ネットワー
ク会議を１４（総合）振
興局に設置

・ 働き方改革に取り組む企業を取
組の熟度で４つのグレードに認定
する「北海道働き方改革推進企業
認定制度」を創設

・ 雇用促進フェア（就職面接会）の開
催、障がい者雇用関係功労者の表彰、
特別支援学校の見学・懇談会など、
障がい者の就業を促進する取組を実
施

安心して働ける
環境づくりの推進

・ 胆振東部地震における経験を踏
まえ、関係機関等が連携し、支援
物資を効率的に輸送するための
物資輸送訓練や実践的な避難所
運営訓練を実施

・ 首都圏等との同時被災リスクの
低さなど本道の優位性を活かし
た本社機能や研修機能、生産拠
点、オフィス等の誘致活動を展開

災害に強い地域づくりと
バックアップ機能の発揮

道の主な取組

医療・保健・福祉の充実

関連する道内の主な取組

平和な社会
づくりの推進

人々が互いに尊重し
合う社会づくりの推進

・ 国、市町村、人権啓発活動
ネットワーク協議会と連携し、
各人権課題分野における様々
な事業を実施

・ アイヌの人々が民族としての
誇りを持って生活することがで
き、すべての道民が相互に尊
重し合い共生する社会を実現
するための取組を実施

株式会社福地建装（北斗市） 株式会社そうけん（網走市）
障がい当事者講師の会
すぷりんぐ（札幌市）

関連する
主なゴール

関連する
主なゴール

関連する
主なゴール

関連する主なゴール

関連する
主なゴール

関連する
主なゴール

関連する
主なゴール

環境性能に優れた住宅・建築物は人々の健康
維持を増進するとの考えのもと、高性能・健康住
宅の研究開発・普及活動等を推進。また、ＳＤＧ
ｓの有識者を招いたフランチャイズグループ向け
の勉強会等の取組を実施。

持続可能な社会を地域からとの考えのもと、地
域の交通安全運動への参加、清掃活動、イン
ターンシップの積極的な受け入れ、受動喫煙防
止の啓発等の取組を実施。今後もＳＤＧｓの啓発
ビブスを着用し取組を実施。

障がい者理解やノーマライゼーションの社会の
実現を目指し、様々な障がいのある講師の方が
リレー形式でお話をする「スピーチマラソン」を実
施。また、障がい当事者の講師活動や勉強会、
会報の発行等の取組を実施。

関連する
主なゴール



多様な主体の主な取組

道の主な取組

関連する道内の主な取組

優先課題Ⅱ 環境・エネルギーの先進地「北海道」の実現

・ 生物多様性保全に関する優れた取
組を行っている企業・団体を表彰する
とともに、生物多様性保全フォーラム
を開催し、道民の生物多様性の保全
に関する理解を促進

・ エゾシカの捕獲促進及びエゾシカ肉
の消費拡大に向けた取組を実施

・ 関係機関と連携した希少種の保護や
外来種対策を実施

・ 公共用水域や地下水の常時監
視、事業場への立入検査等の実
施により、水質汚濁の防止を推進

・ 「健全な水循環の確保のための
流域環境保全計画づくりガイド」や
企業との協働事業である「北海道
e-水プロジェクト」を活用し、道内
の水辺での環境保全活動に取り
組む団体の活動を支援

・ ３Ｒハンドブックの作成・配布や３Ｒ推進
フェア・キャンペーン実施等の普及啓発
の実施により３Ｒを推進

・ リサイクル製品認定制度を運用し、リサイク
ル製品の利用を促進

・ 道内の企業や消費者協会、大学等と連
携し、セミナーの開催や、食べきりキャン
ペーン、アンケート調査を実施するなど、
食品ロス対策を推進

持続可能な生産と
消費の推進

・ 地球温暖化防止活動推進員を配
置し、地域での学習会等に派遣す
るとともに、地球温暖化防止フォー
ラムを開催するなど地球温暖化防
止行動の更なる促進に向けた取組
を実施

・ 「北海道における気候変動の影響
への適応方針」を策定し、関係機
関等と連携しながら、適応の取組
を推進

地球環境保全の推進豊かな自然と生物多様性の保全の推進

北海道コカ・コーラ
ボトリング株式会社（札幌市）

株式会社玉川組（恵庭市）

関連する
主なゴール

関連する
主なゴール

関連する主なゴール 関連する主なゴール
関連する
主なゴール

「環境」「食の安全と健康」「地域社会」の領域に
おいて、水資源保護活動の推進や独自のマネジ
メントシステムによるオペレーション管理、子ども
の安全を見守る運動など北海道の持続可能な
社会の実現を目指した活動を実施。

環境に配慮したリサイクル製品の使用や化石燃
料の使用の削減に資するエコ機械、エコ車両の
使用を進めており、作業所でのリサイクル製品の
使用90％以上、エコ機械の使用90%以上を達成。

・ 小規模事業者における
省エネ実態調査・ヒアリン
グを実施し、成功事例な
どの普及啓発セミナーを
実施

・ 北海道新エネルギー導
入加速化基金を活用した
事業など新エネルギー導
入促進の取組を実施

株式会社アレフ（札幌市）
（ハンバーグレストランびっくりドンキーなど）

関連する
主なゴール

環境活動の基本方針を策定し、店舗や食品工場
から出るビール粕、生ごみを使ったバイオガス発
電や廃食用油を使ったバイオディーゼル燃料の
製造など再生可能エネルギーの利用や温室効
果ガスの削減、３Ｒの推進などの取組を実施。



多様な主体の主な取組

道の主な取組

関連する道内の主な取組

優先課題Ⅲ 北海道の価値と強みを活かした持続可能な経済成長

・ 道内食品製造業の販路拡大及び
高付加価値化を図るため、地域の
商品を発掘し、磨き上げを行う個別
相談会・商談会を開催したほか、北
のハイグレード食品を選定等の取組
を実施

・ AI・IoT等先端技術の活用による生
産性の向上、イノベーションの創出
に向け、道立工業技術センターの機
器整備を推進

・ ＩＣＴやロボット技術を活用した先
端技術を地域の営農実態に合わせ
て効果的に導入・活用するため、関
係者の情報共有に向けた事例の発
信や地域を先導する人材育成セミ
ナー等を実施

・ 環境と調和したクリーン農業を一
層推進するため、消費者の理解促
進や、更なる高度化に向けた技術
開発とその普及などの取組を実施

・ 森林認証パネル展等の開催
など森林認証及び認証材に
対する理解促進に向けた取
組を実施

・ 指定魚種に対してＴＡＣ（漁
獲可能量）道計画により漁業
毎の採捕量上限を定め、関係
漁業団体等と連携しながら、
定められた漁獲量上限を超え
ないよう、漁業の管理を実施

・ 東京2020オリ・パラ大会に向け、ＧＡＰ
認証食材を活用する東京のレストランで
北海道フェアを開催するなど道産食材の
PRを実施

・ 地域の魅力ある観光資源を活用した旅
行商品開発や受入体制整備の支援

・ 「日本版ＤＭＯ」の道内における形成を促進
するため、道内各地におけるＤＭＯの確立に
向けた取組を支援

海外成長力の取り込みや
多彩な地域資源の活用に
よる持続可能な経済の発展

・ 商工会・商工会議所が行う経営
改善普及事業及び北海道商工会
連合会が行う商工会指導事業等
に対する補助を実施

・ 中小企業向けの融資制度である
「中小企業総合振興資金」の融資
利率の引き下げを実施

・ 地域が抱えている課題を解決す
る創業計画を募集、表彰し、創業
に要する経費の一部の助成を実施

中小・小規模企業の振興持続可能な農林水産業の推進
地域産業の創造や
イノベーションの創出

更別村
北海道信用保証協会

（札幌市）

関連する
主なゴール

関連する
主なゴール

関連する主なゴール
関連する
主なゴール 関連する主なゴール関連する主なゴール

持続的な農業生産を可能とするために、大型ド
ローンやロボットトラクター、フィールドサーバー
等を活用したスマート農業の実装に向けた取り
組みを推進。

北海道の魅力を磨き、育て、様々な強みを活か
し、将来にわたって安心して心豊かに住み続け
ることができる地域社会の形成に取り組む道内
中小・小規模事業者向けの保証制度を創設。

理研興業株式会社（小樽市）

関連する
主なゴール

イノベーションでＳＤＧｓに貢献していくという考え
のもと、冬期の道路交通の安全性の改善や再生
利用エネルギーの利用を拡大する製品の開発
等を実施。現在は、ネパール国における交通安
全対策に係る調査等の取組も実施中。



多様な主体の主な取組

道の主な取組

関連する道内の主な取組

優先課題Ⅳ 未来を担う人づくり

・ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に
向けた授業改善のため、地域や学校の
実態に応じた支援を行ったほか、一層の
学力向上が望まれる地域等に対して集
中的･継続的な支援を行う「授業改善等
支援事業」により、大学教授等の派遣、
指導主事による指導･助言などを実施

・ ＩＣＴを活用した優れた実践を行ってい
る教員が実践発表やワークショップを行
うＩＣＴ活用講座を実施

・ 女性の職業生活における活躍推進の取組を
評価基準の一つとした「北海道働き方改革推
進企業認定制度」を平成31年３月に創設し、
認定企業の取組を広く紹介

・ 「女性の活躍支援センター」に活躍支援員を配
置し、コンシェルジュとして専門の相談機関や関
連施策を紹介するとともに、女性が抱える諸問題
や将来のキャリア形成に関し、成功体験者・指導
者・理解者としてメンター（助言者）の支援を受け
ることができるメンター相談を実施

男女平等参画・女性が
活躍できる社会づくりの推進

・ 新規学卒者が地域の産業
や企業に対する理解を深め、
適切な職業を選択することが
できるよう、ジョブカフェにお
けるカウンセリングや高校な
どに出向いての就業意識向
上のための職業ガイダンスや、
高校生、大学生等を対象とし
た職場見学ツアー、企業説明
会などの就職支援を実施

地域や産業を担う人材の育成・確保
子ども・青少年の確かな成長を支える
環境づくりの推進

特定非営利活動法人 子ども総合
支援ネットワーク（苫小牧市）

北海道大学先端生命科学研究院
（札幌市）

株式会社ＭＯＫＡ．（釧路市）

関連する
主なゴール

関連する
主なゴール

関連する主なゴール
関連する
主なゴール

関連する
主なゴール

子どもたちが安心して生活することができる社会
づくりを目指し、子どもの居場所となる自給自足
型の子ども農園を開設。現在は、子どもの貧困
支援、不登校支援等を行うための地域連携の取
組「苫小牧子ども茶屋」の実施に向けても活動中。

・ 北海道農業担い手育成セン
ターの就農相談会や道立農業
大学校における実践的研修教
育の実施など、新規就農者の育
成・確保を推進

・ 農林水が一体となり道内の各
高校生を対象とした出前講座
や、道外首都圏での移住相談
会などで、就業内容の説明や
情報の発信、本道一次産業の
魅力などをＰＲ

・ 年間を通して複数の取組を
実施する「どさん子元気アップ
チャレンジ」など学校における
体力向上に向けた取組を推進

・ スクールカウンセラー等の
学校への派遣や「子ども相
談支援センター」における２
４時間体制の電話・メール相
談など、子どもの成長を支
える教育相談体制の充実

関連する
主なゴール

「世界の課題解決に貢献する北海道
大学へ」向けて、イノベーションを創
出し、社会の改革を主導する人材を
育成するため、大学全体で教育・研
究・社会貢献を通した取組を実施。

様々な立場で生活する「人」が生き生きと自分ら
しく暮らせるために、内職ワーカーの女性による
漁網を使用したタワシやタオルの製造のほか、
女性が意欲を持って働くことができる環境づくり
などについての研修・コンサルティング等を実施。



多様な主体の主な取組

道の主な取組

関連する道内の主な取組

優先課題Ⅴ 持続可能で個性あふれる地域づくり

・ 道内・道外でウポポイ開設ＰＲイベントを開催したほ
か、海外においても、アイヌ文化の魅力の発信やウポ
ポイのPRを実施

・ 「北海道・北東北の縄文遺跡群」の早期の世界遺産登
録を目指し、有識者を招いたフォーラムや「北の縄文
道民会議」と連携したパネル展やセミナー等の普及啓
発事業を実施

・ 小学生向けに五輪種目を中心としたスポーツ体験教
室を実施したほか、地域における障がい者スポーツ推
進体制の整備

・ 定住自立圏の活用が困難な地域などを対象として、
道独自の市町村連携地域モデル事業を創設し、市町
村間連携の取組みを支援

・ 過去に実施した集落総合対策モデル事業のフォロー
アップを行ったほか、特徴的な３つのモデル集落で培っ
た集落対策のノウハウを普及する取組を実施

・ 「北の住まいるタウン」の普及啓発のため、メイヤーズ
フォーラムやパネル展、先進事例の見学会などを開催
したほか、モデル市町村での地域協議会の運営を支援

・ インフラ長寿命化推進会議での個
別施設計画策定の働きかけ、PPP/
PFIに関する情報提供や技術講習
会の実施など、「北海道インフラ長
寿命化計画（行動計画）」に係る取
組の推進

・ 社会資本整備総合交付金等により、
緊急輸送道路上等にある橋梁の耐震
化や防雪対策、車道拡幅等による冬
期交通確保対策を実施

社会・経済を支える持続
可能なインフラ整備の推進

・ 在住外国人からの生活・就労等
に関する相談に対応する「北海道
外国人相談センター」を開設

・ 北海道国際交流・協力総合セン
ターと連携し、多文化共生に係る
啓発講演会や多文化共生コー
ディネーター研修会を開催

・ 道内大学に在籍する留学生を
対象とした就活セミナー及び企業
交流会を実施

国際協力や多文化
共生の推進

様々な連携で支え合う
地域づくりの推進

北海道独自の歴史・文化
の継承やスポーツの振興

道東ＳＤＧｓ推進協議会
（中標津町）

株式会社イトイグループ
ホールディングス（士別市）

株式会社レアックス（札幌市）

関連する
主なゴール

関連する
主なゴール

関連する
主なゴール

関連する
主なゴール

関連する
主なゴール

関連する
主なゴール関連する主なゴール

道東広域地域におけるサステナビリティタウンの
実現を目指し、個人、企業、団体、行政が連携し、
持続可能な酪農、農業、水産業の実現や道東地
域の課題解決等に向けた取組を推進。

住民にスポーツを通じた健康増進の機会を提供
するため、全年齢対応のスポーツクラブを設立
し、野球やスキージャンプ等の活動を支援。また、
バイオマスボイラー普及やその燃料となるチップ
を流木等から加工する取組なども実施。

ＪＩＣＡと連携し、ボリビア国での井戸診断・改修
による井戸の長寿命化プロジェクトを実施し、安
全で安心して飲むことができる飲用水確保への
取組を支援。また、体験型教育への協力など９
つのゴールに焦点を当てた活動を推進。


